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Ⅰ．はじめに
平成 17（2005）年 7 月に、「食育基本法」が施
行され、食を通じて子どもたちを健全に育成して
いこうとする「食育」が注目をされている。こう
した流れのなかで、平成 20（2008）年の保育所
保育指針および幼稚園教育要領の改訂において、
「食育」に関するものが記述された。食べること
は、生きることの源であり、心とからだの発達に
密接に関係している。平成 16（2004）年に厚生
労働省雇用均等・児童家庭局保育課長は『楽しく
食べる子どもに～保育所における食育に関する指
針～』のなかで、「乳幼児期から、発達段階に応
じて豊かな食の体験を積み重ねていくことにより、
生涯にわたって健康でいきいきとした生活を送る
基礎となる『食を営む力』を培うことが重要であ
る１）」と述べている。
そこで、子どもが「食を営む力」の育成に向け、
どのような「食に関する体験」を積み重ねていく
ことが必要なのか、また、保育者として子どもの
発達過程に応じてどのような援助ができるかを考
える必要がある。本研究では保育現場における食
事や食に関わる取り組みの重要性を踏まえ、東京
の郊外にある保育所の年中・年長の混合クラスで
の観察記録、保育者・給食担当者などへのインタ
ビューをもとに、保育現場という集団だからこそ
実践できる年中・年長の混合クラスでの食育の取
り組みについて考察する。
Ⅱ．乳幼児期の食育について
厚生労働省が平成 16（2004）年に提案した『楽
しく食べる子どもに～保育所における食育に関
する指針～』のなかで、次のように食育の目標２）
が示されている。現在を最もよく生き、かつ、生
涯にわたって健康で質の高い生活を送る基本とし
ての「食を営む力」の育成に向け、その基礎を培
うことが保育所における食育の目標である。この
ため、保育所における食育は、楽しく食べる子ど
もに成長していくことを期待しつつ、次にかか
げる子ども像の実現を目指して行う。①お腹がす
くリズムのもてる子ども、②食べたいもの、好き
なものが増える子ども、③一緒に食べたい人がい
る子ども、④食事づくり、準備にかかわる子ども、
⑤食べものを話題にする子どもである。これらに
かかげた子ども像は、保育所保育指針で述べられ
ている保育の目標を、食育の観点から、具体的な
子どもの姿として表したものである。
また、食育のねらい及び内容３）は次のとおり
構成される。「ねらい」は食育の目標をより具体
化したものである。これは「子どもが身につける
ことが望まれる心情、意欲、態度などを示した事
項」である。「内容」はねらいを達成するために
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＜ねらい＞
①お腹がすき、乳（母乳・ミルク）を飲みたい時に、飲みたいだけゆっくりと飲む。
②安定した人間関係の中で、乳を吸い、心地よい生活を送る。
＜内容＞
①よく遊び、よく眠る。
②お腹がすいたら、泣く。
③保育士にゆったり抱かれて、乳（母乳・ミルク）を飲む。
④授乳してくれる人に関心を持つ。
6 か月未満児の食育のねらいと内容（表１）
＜ねらい＞
①お腹がすき、乳を吸い、離乳食を喜んで食べ、心地よい生活を味わう。
②いろいろな食べものを見る、触る、味わう経験を通して自分で進んで食べようとする。
＜内容＞
①よく遊び、よく眠り、満足するまで乳を吸う。
②お腹がすいたら、泣く、または、喃語によって、乳や食べものを催促する。
③いろいろな食べものに関心を持ち、自分から進んで食べものを持って食べようとする。
④ゆったりとした雰囲気の中で、食べさせてくれる人に関心を持つ。
6 か月から 1 歳 3 か月未満児の食育のねらいと内容（表２）
＜ねらい＞
①お腹がすき、食事を喜んで食べ、心地よい生活を味わう。
②いろいろな食べものを見る、触る、噛んで味わう経験を通して自分で進んで食べようとする。
＜内容＞
①よく遊び、よく眠り、食事を楽しむ。
②いろいろな食べものに関心を持ち、手づかみ、またはスプーン、フォークを使って自分から意欲的に食べようとする。
③食事の前後や汚れたときは、顔や手を拭き、きれいになった快さを感じる。
④楽しい雰囲気の中で、一緒に食べる人に関心を持つ。
1 歳 3 か月から 2 歳未満児の食育のねらいと内容（表３）
援助する事項である。具体的には下記の表 1 － 3
のとおりである。
3 歳以上児の食育のねらいと内容について、食
と子どもの発達の観点から、心身の健康に関する
項目「食と健康」、人とのかかわりに関する項目
「食と人間関係」、食の文化に関する項目「食と文
化」、いのちとのかかわりに関する項目「いのち
の育ちと食」、料理とのかかわりに関する「料理
と食」としてまとめ、示されている。なお、この
5 項目は、3 歳未満児についてはその発達の特性
からみて各項目を明確に区分することが困難な面
が多いので、5 項目に配慮しながら一括して示し
てある。具体的な 3 歳以上児の食育のねらい及び
内容については、表 4 のとおりである。
食育は保育と同様に、具体的な子どもの活動を
通して展開されるものであり、こうした食育の視
点を踏まえ、子どもの活動は一つの項目だけに限
られるものではなく、項目の間で相互に関連を持
ちながら総合的に展開していくことが重要である。
このように、健康な心とからだを育てるためには
食育を通じた望ましい食習慣の形成が大切であり、
乳幼児の食生活の実情に配慮し、和やかな雰囲気
のなかで保育者や友だちと食べる喜びや楽しさを
味わったり、さまざまな食べ物への興味や関心を
持ったりするなどし、進んで食べようとする気持
ちが育つようにすることが重要である。
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「食と健康」
ねらい
①できるだけ多くの種類の食べものや料理を味わう。
②自分の体に必要な食品の種類や働きに気づき、栄養バランスを考慮した食事をとろうとする。
③健康、安全など食生活に必要な基本的な習慣や態度を身につける。
内容
①好きな食べものをおいしく食べる。
②様々な食べものを進んで食べる。
③慣れない食べものや嫌いな食べものにも挑戦する。
④自分の健康に関心を持ち、必要な食品を進んでとろうとする。
⑤健康と食べものの関係について関心を持つ。
⑥健康な生活リズムを身につける。
⑦うがい、手洗いなど、身の回りを清潔にし、食生活に必要な活動を自分でする。
⑧保育所生活における食事の仕方を知り、自分たちで場を整える。
⑨食事の際には、安全に気をつけて行動する。
「食と人間関係」
ねらい
①自分で食事ができること、身近な人と一緒に食べる楽しさを味わう。
②様々な人々との会食を通して、愛情や信頼感を持つ。
③食事に必要な基本的な習慣や態度を身につける。
内容
①身近な大人や友達とともに、食事をする喜びを味わう。
②同じ料理を食べたり、分け合って食事することを喜ぶ。
③食生活に必要なことを、友達とともに協力して進める。
④食の場を共有する中で、友達とのかかわりを深め、思いやりを持つ。
⑤調理をしている人に関心を持ち、感謝の気持ちを持つ。
⑥地域のお年寄りや外国の人など様々な人々と食事を共にする中で、親しみを持つ。
⑦楽しく食事をするために、必要なきまりに気づき、守ろうとする。
「食と文化」
ねらい
①いろいろな料理に出会い、発見を楽しんだり、考えたりし、様々な文化に気づく。
②地域で培われた食文化を体験し、郷土への関心を持つ。
③食習慣、マナーを身につける。
内容
①食材にも旬があることを知り、季節感を感じる。
②地域の産物を生かした料理を味わい、郷土への親しみを持つ。
③様々な伝統的な日本特有の食事を体験する。
④外国の人々など、自分と異なる食文化に興味や関心を持つ。
⑤伝統的な食品加工に出会い、味わう。
⑥食事にあった食具（スプーンや箸など）の使い方を身につける。
⑦挨拶や姿勢など、気持ちよく食事をするためのマナーを身につける。
「いのちの育ちと食」
ねらい
①自然の恵みと働くことの大切さを知り、感謝の気持ちを持って食事を味わう。
②栽培、飼育、食事などを通して、身近な存在に親しみを持ち、すべてのいのちを大切にする心を持つ。
③身近な自然にかかわり、世話をしたりする中で、料理との関係を考え、食材に対する感覚を豊かにする。
内容
①身近な動植物に関心を持つ。
②動植物に触れ合うことで、いのちの美しさ、不思議さなどに気づく。
③自分たちで野菜を育てる。
④収穫の時期に気づく。
⑤自分たちで育てた野菜を食べる。
⑥小動物を飼い、世話をする。
⑦卵や乳など、身近な動物からの恵みに、感謝の気持ちを持つ。
⑧食べものを皆で分け、食べる喜びを味わう。
「料理と食」
ねらい
①身近な食材を使って、調理を楽しむ。
②食事の準備から後片付けまでの食事づくりに自らかかわり、味や盛りつけなどを考えたり、それを生活に取り入れよう
とする。
③食事にふさわしい環境を考えて、ゆとりある落ち着いた雰囲気で食事をする。
内容
①身近な大人の調理を見る。
②食事づくりの過程の中で、大人の援助を受けながら、自分でできることを増やす。
③食べたいものを考える。
④食材の色、形、香りなどに興味を持つ。
⑤調理器具の使い方を学び、安全で衛生的な使用法を身につける。
⑥身近な大人や友達と協力し合って、調理することを楽しむ。
⑦おいしそうな盛り付けを考える。
⑧食事が楽しくなるような雰囲気を考え、おいしく食べる。
3 歳以上児の食育のねらい及び内容（表４）
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Ⅲ．調査概要
１．調査目的
保育現場における「食」の関心を高めるために、
子どもたちはどのような体験を積み重ねていくこ
とが必要なのかを把握することを目的とした。
２．調査対象
調査対象は東京の郊外にある保育所の年中・年
長の混合クラス（満 4 歳になった子どもから就学
前の子ども）の子どもたちである。
３．調査方法
保育者、給食担当者などへのインタビューと観
察記録をもとに、年中・年長の混合クラスの食育
の取り組みについて調査した。
４．調査時期
平成 22（2010）年４月１日～平成 23（2011）
年 3 月 31 日まで
５．倫理的配慮
本研究の実施においては、特定の園児のデータ
を取り扱うときは匿名化を図り、データ結果の集
計・統計分析を行った。　
Ⅳ．調査結果
保育者、給食担当者などへのインタビューと観
察記録をもとに調査した結果、1）食育につなが
る活動、2）食育の環境設定、3）給食の 3 つの視
点から、年中・年長の混合クラスでの食育の取り
組みについて挙げる。
１．食育につながる活動
保育所で行われている遊びのなかには、食育
につながる活動が多くあった。例えば、1）配膳
（当番制）、2）カレーライスづくり、3）野菜づく
り、4）梅ジュース、5）焼き芋パーティ、6）散
歩、7）もちつきなどである。　
　
（１）配膳（当番制）
年中・年長の混合クラスでは 4 つのグループに
分かれて当番制をとっており、毎日交代する。グ
ループの構成は、4 月に保育者（担任）が、年
中・年長のバランスを考慮しながらグループ分け
をする。当番活動は、クラス全員のおしぼり準備、
テーブル拭き、味噌汁・ご飯をよそう、お箸を並
べる、あいさつなどの役割がある。当番グループ
の子どもたちは、毎日、朝の会で話し合い、各役
割を決める。また、当番以外の子どもたちも、机
やイスを班ごとに並べたり、おかずを運んだり
等、スムーズに食事ができるよう協力する姿勢が
見られる。テーブルに食事の準備ができると、当
番の子どもたちが前に立ち、一斉に「いただきま
す」のあいさつをし、食べ始める。食べ終わった
子どもは、各自で「ごちそうさま」のあいさつを
し、自分の器をすべて調理室の近くの所定の場に
片付ける。この配膳（当番制）は、年中・年長ク
ラスになったときに、誰かに言われなくても自ら
その必要性に気がついて行動することができるよ
うに、年少クラスでも発達に応じて、保育者（担
任）が順次、時期や役割を考慮しながら、子ども
たちに配膳経験できるように促している。
（２）カレーライスづくり（食材の調達～材料切
り～昼食として）
7 月に行われるお泊まり保育では、年長と年中
がカレーライスをつくる。カレーライスづくりで
は、畑からジャガイモなどの野菜を調達し、足り
ない食材を近隣のスーパーにグループごとに子ど
もたちが買い物に出掛け調達する。また、食材を
洗う、切るなどの生活体験を実践している。食材
洗いと皮むき（ピーラーを使用）や、包丁を使っ
てニンジンやジャガイモなどの食材切りを担当す
る。その後、給食担当者が調理し、子どもたちの
昼食として出される。子どもたちは、自分たちが
食材の調達から材料切りまで携わったカレーライ
スを、みんなで食べながら、さまざまな大きさ・
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野菜名 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月
ミニトマト
GW あと
苗
子どもたちが植える
収穫
子どもたちが収穫する
11 月頃ま
でに収穫
キュウリ
GW あと
苗
子どもたちが植える
収穫
子どもたちが収穫する
９月初旬
まで
ナス
GW あと
苗
子どもたちが植える
収穫
子どもたちが収穫する
10 月
中旬まで
ピーマン
GW あと
苗
子どもたちが植える
収穫
子どもたちが収穫する
10 月
中旬まで
シシトウ
GW あと
苗
子どもたちが植える
収穫
子どもたちが収穫する
10 月
中旬まで
サツマイモ
６月中旬
苗
子どもたちが植える
霜が降りるまでに収穫
収穫
子どもたちが収穫する・干す
ジャガイモ
３月末
苗
子どもたちが植える
霜が降りるまでに収穫
収穫
子どもたちが収穫する・乾燥させる
里芋 苗
子どもたちが植える
霜が降りるまでに収穫
収穫
子どもたちが収穫する・土に入れっぱなし
大根
10 月初旬
種
ボランティアが種をまく
収穫
子どもたちが収穫する・たくあんにする
カブ
10 月初旬
種
ボランティアが種をまく
収穫
子どもたちが収穫する
　　　子どもたちが種・苗を植えてから草取りや水やりをして育てる期間、　　　 子どもたちが収穫する期間
子どもたちが携わる畑の活動　＜野菜づくり＞　2010.4 ～ 2011.3　（表５）
形に切られたニンジンやジャガイモなどの話で会
話を弾ませる。
（３）野菜づくり（雑草取り、苗植えから収穫まで）
この保育所では、近隣に住む方がボランティア
で、畑の維持・管理をしている。子どもたちは、
畑のボランティアのおじさんと一緒に、春から秋
にかけ野菜の種や苗を植え野菜を育て、夏から
秋・冬にかけて収穫を楽しんでいる。畑のボラン
ティアは、ほぼ毎日畑に通い、畑の管理をしてい
る。畑では、ミニトマト、キュウリ、ナス、ピー
マン、シシトウ、サツマイモ、ジャガイモ、里芋、
大根、カブなど数多くの野菜を育てている。収穫
した野菜は、昼食やおやつに出される。子どもた
ちは、自分たちが育てて収穫した野菜が給食でで
ると、味わいながら残さず食べている。具体的な
畑づくりの年間活動は、下記の表５のとおりであ
る。
（４）梅ジュース
夏には、プールの終了後、シャワーでからだを
流し、センター内で春に収穫した梅の実（平成
22（2010）年４月以降は、センター内＊１のグラ
ンドが工事のため、購入した梅を使用している）
でつくった梅ジュースを味わう。梅ジュースは、
全クラス単位でつくる。子どもたちが、梅を洗い、
穴をあけ、梅を拭く作業をする。プール後の梅ジ
ュースを、子どもたち（１歳半くらいの子どもか
ら年中・年長の子ども）をはじめ、保育者も楽し
みにしている。
＊１　調査を実施した保育園は、研究所と病院のあるセン
ターの敷地内に設置されている。
（５）焼き芋パーティ
秋には、園庭やセンター内の落ち葉を集めて、
落ち葉の上に乗ってカサカサと音を立てて喜んだ
り、両手いっぱいに落ち葉をつかんで投げ合った
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狭山公園マップ（図１）り、落ち葉の山に自ら埋まったりして遊んでいる。
最後に、畑で収穫したさつま芋をその落ち葉で焼
いて、焼き芋パーティをする。
ミルク・離乳食の子どもを除く全クラスの子ど
もたちが焼き芋を食べる。年中・年長クラスでは、
子どもたちが前もって収穫した芋を洗い、乾燥さ
せ、アルミホイルで一つひとつ包む作業をする。
畑では、朝から保育者やボランティアが火おこし
などの準備をし、そこに年中・年長クラスの子ど
もたちが芋を投げこんで焼けるのを待つ。ホクホ
クしたできたての焼き芋を「アツいよ！でも、お
いしい！」と、自分たちの育てたサツマイモを味
わいながら食べている。
（６）散歩（どんぐり林や電車に乗って多摩湖まで）
散歩は、昨年度までは、主としてセンター内
（登記上の施設全体面積；197,187.31 平方メート
ル）の中庭・畑・グランドなどを中心に楽しんで
いた。しかし、平成 22（2010）年度は、センタ
ー内の工事で、グランドは使用できなかった。セ
ンター内での散歩コースは、保育園から一番遠い
研究所の建物の桜の木がたくさんあるところや、
どんぐり林、畑などである。
センター内の散歩中に、子どもたちはさまざま
な食べることのできる野草＊２に出会う。4 月には
ヨモギ団子を作るために、散歩に出掛け、ヨモギ
団子を作るためにセンター内の道端のヨモギを摘
む。また、「夕食のお味噌汁の具にする」と言い
ながらノビルなどを摘んだりしている。
畑では、子どもたちが収穫して食べやすいミニ
トマト・キュウリ・イチゴなどを、その場で洗っ
て食べたり、収穫して園に持ち帰り、おやつに出
したりする。水やり（水遊び）、雑草抜きを手伝
う。そして、雑草抜きが土遊び、幼虫探しへと遊
びが展開する。
また、センター内での散歩場所が工事により少
ないため、気候がよいと、お弁当を持って、セン
ター外に小遠足（都立狭山自然公園の区域内「狭
山公園」；通称、多摩湖）に出掛ける回数を増や
した（図１参照）。狭山公園へは、保育園から最
寄りの萩山駅まで歩き、萩山駅から電車で２駅
（6 分乗車）の武蔵大和駅まで行き、武蔵大和駅
から南門、アカマツの小道を通り、太陽広場に向
かう。太陽広場で荷物を置き、土手登りや、おに
ごっこ、芝生をころころ転がるなどからだをたく
さん動かし、運動遊びを楽しんでいる。11 時に
なると手を洗い、太陽広場に拡げたシートに座り、
保護者が作ってくれたお弁当を食べ始める（写真
１参照）。お弁当は、子どもたちの好きなハンバ
ーグやからあげ、卵焼きなどが定番として入って
いる。また、ご飯は食べやすいようにおにぎりに
なっていることが多い。デザートとして、果物が
入っているがその果物も旬の物がしっかりと入っ
ていた。秋には、柿やブドウ、梨などを持ってく
る子どもが多く見受けられた。十分にからだを動
かしたあとのお弁当は、余計に食欲をそそる。子
どもたちは、それぞれのお弁当を見せ合い、「あ
ーおいしそう！」などという声が聞こえると「い
いよ。ひとつあげる」などとおかずを交換する姿
なども見られた。
＊２　ノビルやヨモギは、農薬や排気ガス汚染等の可能性
にも配慮し、安全な場所で採取されているものである。
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子どもたちが持参したお弁当（写真１）
新年を祝う会の様子４）（写真２）
獅子舞登場！厄払いをしてもらいました
・・・でも子どもには怖かったかも！？
一緒につこうね！楽しいね♪ みんなに美味しく食べてもらいたいから
一生懸命丸めよう！
（７）もちつき　
年中行事として、1 月には、園児・保育者・保
護者の全員が一同に集まる「新年を祝う会」があ
る。新年を祝う会では、もちつき（後で全員での
会食）、獅子舞、大人達の出し物、ミニコンサー
トなど盛りだくさんの内容で、もちつきは子ども
たちの楽しみのひとつである。年中・年長クラス
の子どもたちは、杵を持ってひとりずつもちつき
を体験する。つきたての餅を皆でつまむのも醍醐
味である。餅は、別に調理室に運び、あんやきな
こなどをつけて会食する（写真２参照）。
２．食育の環境設定
（１）調理室が見える環境
調理室は、設計時より、どこからでも調理が見
えるように、園舎の真ん中につくった。調理室と
年中・年長クラスは隣り合わせで、ガラス窓で仕
切られているので、調理の様子が見られる。また、
窓枠の下の部分にはカウンターが低く作られ、子
どもたちが、配膳しやすくなっている。調理の匂
いがするので、「今日は何かなあ？」という興味
と食べる意欲が湧いてくる。
（２）食事のマナー指導
子どもたちを集めて、一斉指導することは特に
しないが、給食時には、保育者や調理担当者、事
務職員などが、毎日、年中・年長クラスに入り、
食事を一緒にとる。保育者は、その日体調の優れ
ない子どもや食物アレルギーの子ども、マイペー
スにゆっくり食べる子どもなどを考慮しながら、
毎日、場所を変え席に座り、その都度、必要に
応じて子どもたちに声掛けなどの援助を行う。例
えば、苦手な食材などがある子どもには、「ひと
つだけ食べてみる？」とか、「家では何が好き？」
など声掛けをしながら、楽しく食事ができるよう
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配慮している。また、3 歳児は、スプーンから正
しい箸の持ち方の指導、食事中の姿勢、マナーは
その都度、個別に指導する。5 歳児には、口に食
べ物が入っていたら話をしない、おしゃべりが過
ぎない、前を向いて食べるなどのマナー指導をそ
の都度行っている。
３．給食（おやつ含む）　
昼食・おやつは完全給食（主に和食）・手作り
で、離乳食は発育発達に合わせている。センター
にある保育所の畑で収穫した野菜も全クラスの食
卓にのせたり、季節や伝統を取り入れる行事食も
出している。旬の食材にこだわり、給食の業者委
託をすることなく、栄養士または、調理士の有資
格者が給食担当職員として、給食の運営・管理を
行っている。この保育所の給食の特徴５）として、
次のような事柄が挙げられる。
①昼食・おやつは完全給食である。（和食中心）
②離乳食は身体の発育により初期、中期、後期、
完了期に分けている。
③おやつは手作りである。
④旬の素材を大切にして調理している。
⑤年少クラス、年中・年長の混合クラスが畑を
耕し、収穫した野菜も全クラスの食卓にのせ
ている。
⑥季節の移り変わりや伝統を重んじる心を育て
るために行事食を大切にしている。
⑦食器類は陶器、竹のはしを使用している。
⑧月の初めに献立表を配布している。
この保育所では、次のような給食で献立（表６）
が組まれている。
また、それらの給食は、4 名（常勤 2 名、パー
トタイム 2 名／平成 23 年 1 月末現在）で担当し
ている。1 日 3 人体制で、15 時までは 3 人、15
時からは 2 人で担当する。勤務年数は、常勤の１
人は、20 年 6 か月とむさし保育園での勤務が長
く、もう１人は 2 年 6 か月である。パート職員は、
１人は 5 年と、もう１人は 4 か月（9 月から勤務）
である。常勤の２人は、栄養士資格をもっている。
近年では、アレルギーの子どもも多く、アレル
ギー食への対応も行っている。この保育園でも、
卵・牛乳・小麦の三大アレルゲンを主とした食物
アレルギーのある子どもは、各クラス２名から３
名で、園全体では 11 名である。食物アレルギー
対応としては、保育者（担任）・給食担当者・保
護者の３者で保護者から提出された医師の意見書
（以前は指示書）をもとに話し合い、必要に応じ
てアレルギー食材の除去の給食献立を個別に立て
る。そして、個別に連絡ノートで、日々の子ども
の様子を保育者と保護者で連絡を取り合っている。
子どものためにも発育発達に伴い、アレルギー食
材の解除ができるかを確認するため、半年から 1
年に 1 回は、医師の意見書を提出してもらうよう
に、保護者に依頼している。具体的には、アレル
ギー食材の除去として、松風焼きは卵を抜く、親
子煮や揚げ物のつなぎは片栗粉を使用するなどの
対応を行っている。また、アレルギー食を間違え
ないように、アレルギー食の皿を花柄など通常の
皿と区別している。
Ⅴ．考察
保育現場では、食育につながるさまざまな取り
組みが行われていることが分かる。事例として挙
げた保育園で行われている食育につながる取り組
みを「食と健康」、「食と人間関係」、「食と文化」、
「いのちの育ちと食」、「料理と食」の 5 つの項目
の視点から検討する。表 7 は、3 歳以上児の食育
のねらい及び内容と保育所での食育につながる取
り組みとの対比をしたものである。
１．食育につながる活動
（１）配膳（当番制）
当番を経験することで、当番でなくてもスムー
ズに食事ができるように、子どもたちが自発的に
食事の準備を協力して行うなど、自律性が養われ
ていることが分かる。そして、運動機能の発達に
より、食事の準備や片づけなどに実際にかかわる
ことができるようになっている。これは、子ども
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平成22年度 
６月献立表
６月の献立平均栄養所要量 
乳児
幼児
乳児
幼児
乳児
幼児
 491Kcal 
 567Kcal 
17g 
20g 
13g 
15g 
エネルギー 
たんぱく質 
脂質   
昼食材料 
日 曜日 献立名 血や肉になる
あか 
熱や力になる
きいろ 
調子を整える
みどり 調味料など
おやつ おやつの材料 
１　   火 
ごはん 
みそ汁 
煮魚
マカロニサラダ 
果物 
さかな 
油揚げ 
ハム 
米 
マカロニ 
マヨネーズ 
大根、白菜 
ゴボウ、 
きのこ、 
人参 
果物 
みそ 
しょうゆ 
酒 
塩 
サンドイッチ
果物 
牛乳 
食パン 
ジャム 
果物 
牛乳 
２　   水 
ごはん 
みそ汁 
肉じゃが 
春雨の中華サラダ
果物 
豚モモ肉 
木綿豆腐 
ハム 
米、じゃが芋 
はるさめ 
砂糖 
なたね油 
ごま油 
玉ねぎ、人参 
大根、白菜 
ゴボウ、きのこ
キュウリ 
果物 
みそ 
しょうゆ 
米酢 
みりん 
おにぎり 
果物 
牛乳 
米 
炊き込みワ
カメ、のり
鮭フレーク 
果物、牛乳
３　   木 
ごはん 
みそ汁 
魚のフライ 
三食おひたし 
果物 
魚、油揚げ 
卵 
米、砂糖 
パン粉 
小麦粉 
なたね油 
大根、白菜 
ゴボウ、きのこ
ほうれん草 
もやし、人参 
みそ 
中濃ソース 
しょうゆ 
焼いも 
果物 
牛乳 
サツマイモ 
果物 
牛乳 
４　   金 
ごはん 
みそ汁 
ミートローフ 
キャベツのゴマ和え 
果物 
豚ひき肉 
卵 
木綿豆腐 
米、パン粉 
なたね油 
ごま、 
砂糖 
大根、白菜 
ゴボウ 
玉ねぎ、きのこ
キャベツ 
人参 
みそ 
しょうゆ 
塩 
ホットケーキ
クス粉、卵 
ホットケーキミッ
牛乳 
ジャム 
果物 
５　   土 
うどん 
野菜煮 
果物 
豚モモ肉 乾うどん 玉ねぎ、人参 
かぼちゃ、果物
インゲン 
しょうゆ 
みりん 
パン 
果物 
牛乳 
ロールパン
果物 
牛乳 
７　   月 
カレーライス 
みそ汁 
キュウリとワカメの
酢のもの、果物 
豚モモ肉 
木綿豆腐 
米 
じゃが芋 
なたね油 
砂糖 
玉ねぎ、人参 
大根、白菜 
ゴボウ、きのこ
キュウリ 
わかめ、果物 
カレールー 
みそ 
しょうゆ 
米酢 
むしパン 
果物 
牛乳 
むしパン
水 
果物 
牛乳 
８　   火 
赤飯 
みそ汁 
鶏のからあげ 
切干し大根煮 
果物 
鶏モモ肉 
油揚げ 
米 
もち米 
小豆 
砂糖 
玉ねぎ、白菜 
きのこ、人参 
切干し大根 
小松菜、果物 
みそ 
しょうゆ 
みりん 
パン 
果物 
牛乳 
ロールパン
果物 
牛乳 
月に一度の誕生日会は
「赤飯」と子どもたちの大
好きな鶏のからあげなどが
でる。
季節の移り変わりや伝統を重んじ
る心を育てるための行事食を盛り
込んでいる。
畑での野菜づくり活動との連携：
子どもたちが育て、収穫した野菜
を給食やおやつに出す。
食器類：食器は、環境ホルモンの
心配のない陶磁器を使用している。
また、箸は、竹箸を使用している。家庭との連携：月はじめに給食献立予定表を配布し、どのような給食を子どもたち
が取っているかや、乳幼児の食事メニュー見本を紹介している。 
このように献立表に
表示している。
栄養素別に各食材を
紹介している。
和食中心の昼食・ 
完全給食 
（白ご飯・味噌汁は必須）
おやつは手作り
良質の素材へのこだわり（旬の素材や仕入れ先
のこだわり）食材のこだわりに敏感に対応し、
今年度は魚の仕入れ先を変えた。今まで購入し
ていたところの魚よりも美味しい魚を子どもた
ちに食べさせたいということで、仕入れ値は多
少上がったが、直接、魚を鮮魚の専門店から仕
土曜日の主食はうどんである。
午前中の保育室に美味しそうな
うどんの匂いがする。
入れることにした。 
献立（表６）
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く
り
野
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づ
く
り
梅
ジ
ュ
ー
ス
焼
き
芋
散
歩
餅
つ
き
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室
が
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る
環
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指
導
和
食
中
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の
完
全
給
食
手
作
り
お
や
つ
良
質
の
素
材
へ
の
こ
だ
わ
り
畑
で
の
野
菜
作
り
活
動
と
の
連
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季
節
の
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り
変
わ
り
や
伝
統
を
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ん
じ
る
心
を
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て
る
た
め
の
行
事
食
食
器
類
家
庭
と
の
連
携
ア
レ
ル
ギ
ー
食
へ
の
対
応
? ? ? ? ? ?
? ? ?
①
で
き
る
だ
け
多
く
の
種
類
の
食
べ
も
の
や
料
理
を
味
わ
う
。
○
○
○
○
○
○
②
自
分
の
体
に
必
要
な
食
品
の
種
類
や
働
き
に
気
づ
き
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
た
食
事
を
と
ろ
う
と
す
る
。
○
○
○
○
○
③
健
康
、
安
全
な
ど
食
生
活
に
必
要
な
基
本
的
な
習
慣
や
態
度
を
身
に
つ
け
る
。
○
○
○
○
? ?
①
好
き
な
食
べ
も
の
を
お
い
し
く
食
べ
る
。
○
○
○
○
②
様
々
な
食
べ
も
の
を
進
ん
で
食
べ
る
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
③
慣
れ
な
い
食
べ
も
の
や
嫌
い
な
食
べ
も
の
に
も
挑
戦
す
る
。
○
○
○
○
○
④
自
分
の
健
康
に
関
心
を
持
ち
、
必
要
な
食
品
を
進
ん
で
と
ろ
う
と
す
る
。
○
○
○
⑤
健
康
と
食
べ
も
の
の
関
係
に
つ
い
て
関
心
を
持
つ
。
○
○
○
⑥
健
康
な
生
活
リ
ズ
ム
を
身
に
つ
け
る
。
○
○
○
⑦
う
が
い
、
手
洗
い
な
ど
、
身
の
回
り
を
清
潔
に
し
、
食
生
活
に
必
要
な
活
動
を
自
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で
す
る
。
○
○
⑧
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育
所
生
活
に
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け
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を
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自
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で
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○
○
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⑨
食
事
の
際
に
は
、
安
全
に
気
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て
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る
。
○
? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ?
①
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で
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を
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。
○
○
○
○
○
○
②
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々
な
人
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て
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や
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○
○
○
○
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③
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る
。
○
○
○
? ?
①
身
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な
大
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や
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達
と
と
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に
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事
を
す
る
喜
び
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う
。
○
○
○
○
○
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②
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を
食
べ
た
り
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を
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ぶ
。
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○
○
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○
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③
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に
必
要
な
こ
と
を
、
友
達
と
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に
協
力
し
て
進
め
る
。
○
○
○
○
○
○
④
食
の
場
を
共
有
す
る
中
で
、
友
達
と
の
か
か
わ
り
を
深
め
、
思
い
や
り
を
持
つ
。
○
○
○
○
○
○
○
⑤
調
理
を
し
て
い
る
人
に
関
心
を
持
ち
、
感
謝
の
気
持
ち
を
持
つ
。
○
⑥
地
域
の
お
年
寄
り
や
外
国
の
人
な
ど
様
々
な
人
々
と
食
事
を
共
に
す
る
中
で
、
親
し
み
を
持
つ
。
○
⑦
楽
し
く
食
事
を
す
る
た
め
に
、
必
要
な
き
ま
り
に
気
づ
き
、
守
ろ
う
と
す
る
。
○
○
○
? ? ? ? ? ?
? ? ?
①
い
ろ
い
ろ
な
料
理
に
出
会
い
、
発
見
を
楽
し
ん
だ
り
、
考
え
た
り
し
、
様
々
な
文
化
に
気
づ
く
。
○
○
○
②
地
域
で
培
わ
れ
た
食
文
化
を
体
験
し
、
郷
土
へ
の
関
心
を
持
つ
。
○
○
③
食
習
慣
、
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
る
。
○
○
? ?
①
食
材
に
も
旬
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
季
節
感
を
感
じ
る
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
②
地
域
の
産
物
を
生
か
し
た
料
理
を
味
わ
い
、
郷
土
へ
の
親
し
み
を
持
つ
。
③
様
々
な
伝
統
的
な
日
本
特
有
の
食
事
を
体
験
す
る
。
○
④
外
国
の
人
々
な
ど
、
自
分
と
異
な
る
食
文
化
に
興
味
や
関
心
を
持
つ
。
⑤
伝
統
的
な
食
品
加
工
に
出
会
い
、
味
わ
う
。
○
○
⑥
食
事
に
あ
っ
た
食
具
（
ス
プ
ー
ン
や
箸
な
ど
）
の
使
い
方
を
身
に
つ
け
る
。
○
○
○
○
○
○
⑦
挨
拶
や
姿
勢
な
ど
、
気
持
ち
よ
く
食
事
を
す
る
た
め
の
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
る
。
○
○
? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ?
①
自
然
の
恵
み
と
働
く
こ
と
の
大
切
さ
を
知
り
、
感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
食
事
を
味
わ
う
。
○
○
○
○
○
○
②
栽
培
、
飼
育
、
食
事
な
ど
を
通
し
て
、
身
近
な
存
在
に
親
し
み
を
持
ち
、
す
べ
て
の
い
の
ち
を
大
切
に
す
る
心
を
持
つ
。
○
○
○
③
身
近
な
自
然
に
か
か
わ
り
、
世
話
を
し
た
り
す
る
中
で
、
料
理
と
の
関
係
を
考
え
、
食
材
に
対
す
る
感
覚
を
豊
か
に
す
る
。
○
○
○
? ?
①
身
近
な
動
植
物
に
関
心
を
持
つ
。
○
○
○
②
動
植
物
に
触
れ
合
う
こ
と
で
、
い
の
ち
の
美
し
さ
、
不
思
議
さ
な
ど
に
気
づ
く
。
○
○
○
③
自
分
た
ち
で
野
菜
を
育
て
る
。
○
○
④
収
穫
の
時
期
に
気
づ
く
。
○
○
○
⑤
自
分
た
ち
で
育
て
た
野
菜
を
食
べ
る
。
○
○
○
⑥
小
動
物
を
飼
い
、
世
話
を
す
る
。
⑦
卵
や
乳
な
ど
、
身
近
な
動
物
か
ら
の
恵
み
に
、
感
謝
の
気
持
ち
を
持
つ
。
⑧
食
べ
も
の
を
皆
で
分
け
、
食
べ
る
喜
び
を
味
わ
う
。
○
○
○
○
○
? ? ? ? ? ?
? ? ?
①
身
近
な
食
材
を
使
っ
て
、
調
理
を
楽
し
む
。
○
○
○
○
②
食
事
の
準
備
か
ら
後
片
付
け
ま
で
の
食
事
づ
く
り
に
自
ら
か
か
わ
り
、
味
や
盛
り
つ
け
な
ど
を
考
え
た
り
、
そ
れ
を
生
活
に
取
り
入
れ
よ
う
と
す
る
。
○
○
③
食
事
に
ふ
さ
わ
し
い
環
境
を
考
え
て
、
ゆ
と
り
あ
る
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
で
食
事
を
す
る
。
　
○
? ?
①
身
近
な
大
人
の
調
理
を
見
る
。
○
②
食
事
づ
く
り
の
過
程
の
中
で
、
大
人
の
援
助
を
受
け
な
が
ら
、
自
分
で
で
き
る
こ
と
を
増
や
す
。
○
○
○
○
③
食
べ
た
い
も
の
を
考
え
る
。
○
④
食
材
の
色
、
形
、
香
り
な
ど
に
興
味
を
持
つ
。
○
○
○
○
○
○
○
⑤
調
理
器
具
の
使
い
方
を
学
び
、
安
全
で
衛
生
的
な
使
用
法
を
身
に
つ
け
る
。
○
○
○
○
⑥
身
近
な
大
人
や
友
達
と
協
力
し
合
っ
て
、
調
理
す
る
こ
と
を
楽
し
む
。
○
○
○
⑦
お
い
し
そ
う
な
盛
り
付
け
を
考
え
る
。
○
○
⑧
食
事
が
楽
し
く
な
る
よ
う
な
雰
囲
気
を
考
え
、
お
い
し
く
食
べ
る
。
3
歳
以
上
児
の
食
育
の
ね
ら
い
及
び
内
容
と
食
育
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
と
の
比
較
表
（
表
７
）
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が他の人の役に立つことをうれしいと感じ、手伝
いをすることを誇らしく思うように成長している
からだ。西坂が「子どもの生活習慣の形成」のな
かで、当番活動について、「単なる行動として獲
得されるだけではなく、誰かに言われなくても自
らその必要性に気がついて行動するという自律性
に基づく行動である。自ら食に対する行為をする
ことで、食べる意欲を育てる６）」と述べているよ
うに、配膳についても当番がいなくても、自分た
ちが給食を食べるためにどのようなことが必要な
のかに気づき、自ら動けることが大切である。
（２）カレーライスづくり（食材の調達から材料
切りまで）
家でもカレーライスを作ったときに同じように
盛りつけを楽しんだりできる。また、ままごとで
もカレーライスを作ったりでき、子どもの遊びに
取り入れられる。畑からジャガイモなどの野菜を
調達することが「いのちの育ちと食」につながり、
子どもたちが班ごとにスーパーへ買い物に出かけ
ることや、一緒にカレーライスを作ることは「食
と人間関係」にもつながる。
また、いつもは箸を使ってご飯を食べているが、
カレーライスを食べるときは、スプーンを使用す
るなど、食事にあった食具（スプーン）の使い方
を身につけるなど ｢ 食と文化 ｣ の内容を含んでい
る。このカレーライスづくりは、3 歳以上児の食
育のねらい及び内容の 5 つの項目を網羅した活動
である。
（３）野菜づくり（雑草取り、苗植えから収穫まで）
嫌いだった野菜もみんなで世話し育てたものだ
と残さずに食べる。種（苗）から育てた植物が成
長し、さまざまな形・大きさ・色の葉や花をつけ
実がなるのを楽しみにし、野菜への関心が高まり、
野菜を大切にし、残さず食べるという気持ちが育
ったと考えられる。また、昼食時に友だちや保育
者と、それまでの野菜づくりの出来事や思い出を
話しながら食べることにより、楽しい気持ちでお
いしく食べてしまうのだとも考えられる。その楽
しい経験が嫌いな食べ物を好きな食べ物に変える
ことにもなるのではないだろうか。
土、水、太陽など自然との関わりの中で、種ま
きから経験することは、収穫までの楽しみや喜び
とともに、一緒に携わった保育者やボランティア
などに感謝し、友だちと一緒に食することができ
ることに大きな意味がある。
（４）梅ジュースと焼き芋パーティ
梅ジュースや焼き芋パーティやもちつきの行事
は大人になっても季節になると思い出す季節を感
じる行事である。子どもたちには、このような情
緒が豊かになるような行事を経験させたい。梅ジ
ュースは、梅を洗い・穴をあけ・種を拭く作業か
ら始まり、保育者が準備した容器に梅と氷砂糖を
入れ、できあがるまで数週間じっくり待つことで、
子どもたちの梅ジュースへの期待感が高まる。子
どもたちが大好きなジュースだけに、このできあ
がるまでの時間も楽しみのうちである。また、焼
き芋パーティでは、子どもたちが収穫した土にま
みれたサツマイモの大きさや形の違いに話が盛り
上がる。毎年 12 月に行う焼き芋パーティは旬を
味わうだけでなく、落ち葉拾いや、枯れ枝集めな
ど、準備期間も長く、仲間との信頼関係が築かれ
る行事である。
（５）散歩（どんぐり林や電車に乗って多摩湖まで）
センター内の散歩での道端で見かけるヨモギや
ノビルなどの草を、友だちと競争しながら採る遊
びのなかで旬の食材を知ることができる。食する
のに可能な植物、食せないが草笛に適した草、草
相撲に適した草を遊びのなかで自然に覚えていく。
また、小遠足での保護者の手作りお弁当は、子ど
もの好きな、食べやすいおにぎり、おかず、果物
が彩りよく、友だち同士で見せ合い、交換したり
しながら楽しく食する。子どもたちにとって、こ
の小遠足は作ってくれた保護者に感謝し、戸外で
心地よく食事ができる貴重な場である。
土井晶子・原　佳子：保育現場における食育の取り組みについての一考察（１）
－45－
（６）もちつき　
新年を祝う会で、園に関わる保護者、子どもた
ち、保育者が集う年に一度の大イベントにもちつ
きが行われる。年少、年中、年長は 1 人ずつ、杵
を持ってもちをつく体験をする。全員の会食では、
つきたてのもちの他に、鶏の唐揚げや豚汁なども
用意され、有志の演芸を楽しみながら食する。行
事食を年初めに、園児・保育者・保護者の全員で
楽しめるというのは、教えられる食育よりも、体
験して心に残る「食育」である。
２．食育の環境設定
（１）調理室が見える環境
調理に関心を持ち、調理人に感謝する。調理室
からの香りは食欲が湧き、食事の楽しさが増す。
温かいほうがおいしい食べ物か、冷たいほうがお
いしい食べ物か、子どもたちが調理室から直接受
け取り、配膳できることは、子どもにとって豊か
な環境といえる。
（２）食事のマナー指導
清潔にすることや、箸の持ち方などの基本的動
作、活動は、大人からの指導が必要なものもある
が、共同生活することにより、友だちとの協力や
関わりで安全に楽しく食べることのほうが自然に
身につくものもある。
３．給食（おやつ含む）　
（１）和食中心の完全給食
和食中心の給食では、ご飯と味噌汁がほぼ毎日
（土曜日を除く）出される。「食生活指針」のなか
で、身体活動のエネルギー源となる炭水化物であ
るご飯をしっかり食べるように厚生労働省でも推
進している。また、和食中心の完全給食でさまざ
な栄養バランスのとれた食事をすることで、「食
と健康」で掲げている健康な心とからだを育て、
自ら健康で安全な生活をつくり出す力を養うこ
とができる。給食をグループごと友だちや、保育
者または給食担当者・園長・事務職員などと食べ
ることから、「食と人間関係」で掲げている他の
人々と親しみ支え合うために、自立心を育て、人
とかかわる力を養うことができる。
（２）手作りおやつ
手作りおやつでも、「（１）和食中心の完全給
食」で述べたような「食と健康」や「食と人間関
係」の項目を養うことができる。また、野菜づく
りで収穫された野菜は、おやつとして出されるこ
とが多く、子どもたちは、自分たちで栽培・収穫
した野菜は一際おいしく感じ、味わって食べてい
る。
（３）良質の素材へのこだわり（旬の素材や仕入
れ先のこだわり）
良質の素材へのこだわりは、素材本来の旨みを
知ることができ、味覚の発達に多く影響すると考
える。また、「食と健康」で栄養バランスや健康、
安全な食生活をすることができる。
（４）畑での野菜づくり活動との連携
畑での野菜づくり活動との連携は、子どもたち
が育て、収穫した野菜を給食やおやつに出してい
る。子どもたちは、畑での野菜作りの体験によっ
て、野菜や食べ物に興味を持ち、食べる楽しさや
意欲を培うことができる。
（５）季節の移り変わりや伝統を重んじる心を育
てるための行事食
日本の行事食とは、四季折々で自然の恵みに感
謝し、伝統的な祭りや行事など特別の日に食べる
ふるさとの味として守り継がれた食事のことであ
る。また、旬の食材を使った食事から、季節を味
わい、楽しむことができる。保育園の行事のなか
に、「新年を祝う会」があり、そのなかでもちつ
きがある。友だちや保育者・給食担当・保護者な
どさまざまな人との活動や会食を通して、愛情や
信頼関係を持つことができる。また、「食と文化」
のねらいや内容である食を通じて、人々が築き、
継承してきた様々な文化を理解し、創造力を養う
ことができる。
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（６）食器類（陶磁器、竹の箸を使用）
食器は、陶磁器を使用している。陶磁器の食器
は重量感があり、不注意で落とせば割れる。保育
園では小さなときから本物にふれることを大切に
している。また、箸は、竹箸を使用している。竹
箸は、塗料がないうえ丸くない角箸なので、滑ら
ない。豆などの小さいものを挟むのに最適で、子
どもにも滑りにくく使いやすい箸である。カレー
ライスなどメニューに応じて、スプーンなど食事
にあった食具を提供することで、食に応じて食具
の違いを学ぶことができる。
（７）家庭との連携
３歳以上児の食育のねらい及び内容のなかの６
項目の内容には、当てはまる項目は無かったが、
保育所の生活や遊びのなかにさまざまな食育につ
ながる取り組みがあり、これらの取り組みが、園
の生活以外でも習慣化され、活かされていること
が望ましい。保育園では、家庭との連携として、
月はじめに給食献立予定表を配布し、どのような
給食を子どもたちが取っているかや、乳幼児の食
事メニュー見本を紹介していることが、家庭での
食生活に役立てばよいと考える。
（８）アレルギー食への対応　
近年、食物アレルギーの子どもが増えている。
保育所生活では、子どもたちは必ず昼食を園でと
る。そこで、どのように食物アレルギーに対応し
ていくかは大きな課題である。子どもたちが安心
して保育所での生活を送るためにも、家庭・医療
機関・給食担当者・保育者（担任）との連携がポ
イントになってくる。
今回の食育の取り組みと３歳児以上の食育のね
らい及び内容を比較したなかで、当てはまらな
い項目がいくつかあった。「料理と食」の内容で、
「⑧食事が楽しくなるような雰囲気を考え、おい
しく食べる」とあるが、これについては、きれい
な明るい保育室でグループ毎に友だちや、保育
者・給食担当者と一緒に食べるという環境そのも
のが当てはまるのではないだろうか。また、「食
と文化」の内容で、「②地域の産物を生かした料
理を味わい、郷土への親しみを持つ」、「④外国の
人々など、自分と異なる食文化に興味や関心を持
つ」や、「いのちの育ちと食」の内容で、「⑥小動
物を飼い、世話をする」、「⑦卵や乳など、身近な
動物からの恵みに、感謝の気持ちを持つ」などに
つながる取り組みについては、今後の課題である。
この保育所での取り組みは、食育が注目される以
前から行われたもので、保育所での生活のなかで、
子どもたちの活動として、自然に溶け込んでいる
ものばかりである。無理やり食育につながる取り
組みだからやろうというのではなく、長く自然に
園生活のなかに根づいていくことが大切だと考え
る。
Ⅵ．おわりに
このように保育現場におけるさまざまな取り組
みが食育につながることが分かるが、子どもたち
が毎日の生活や遊びを通して、自然な形で楽しみ
ながら食育につながる経験をすることが大切だと
考えられる。また、食育の効果のみで捉えるので
はなく、「幼児期の生活体験」としての意義や、そ
の必要性を明らかにして実践することが望まれる
７）。
今後の課題として、これらの保育所での食育に
つながる取り組みが、子どもたちの食生活とどの
ように関連しているのか、また、活かされている
のかなどを検証する必要がある。子どもたちの食
生活の実態を把握し、「食を営む力」の育成のた
めに、どのように家庭との連携をする必要がある
かを考えていく必要がある。
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